
本
年
度
の
第
12
回
学
会
大
会

は
、
仙
台
市
お
よ
び
名
取
市
で

開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

東
北
地
区
の
学

会
活
動
は
全
国

の
各
ブ
ロ
ッ
ク

に
比
べ
て
、
回

数
・
内
容
と
も

に
貧
弱
の
そ
し

り
を
免
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
今

大
会
は
、
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
と
全
国
と
の

距
離
を
縮
め
る

契
機
と
す
る
こ

と
を
目
標
の
一

つ
に
か
か
げ
て

お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
ね
ら
い
は
、

若
い
世
代
か
ら
み
た
余
暇
論
を

計
画
し
た
こ
と
で
す
。
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
の
余
暇
論
は
、
や
や
も

す
れ
ば
余
暇
が
労
働
と
の
関
係

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
論
じ
ら
れ

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
風
潮
に
対
し
て
余
暇
を
今

一
度
根
底
的
に
問
い
直
す
こ

と
を
め
ざ
し
、
「
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ

と
し
て
の
余

暇
論
」
を
テ
ー

マ
と
し
ま
し

た
。

こ
の
5
月
に

は
大
会
会
場

地
の
尚
絅
学

院
大
学
で
研

究
会
を
開
き
（
内
容

は
３
頁
参
照
）
、
合
わ
せ
て

大
会
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
人
選
を

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
は
、

い
つ
の
と
き
も
難
航
す
る
も
の

で
、
全
体
の
準
備
に
も
手
間
取

り
、
連
絡
が
遅
れ
、
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。さ

て
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

は
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
お
ら

れ
る
本
橋
哲
也
氏
を
お
招
き
し

て
ご
講
演
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
若
い
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
た
ち

に
は
余
暇
学
の
現
在
を
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
若
い
世
代
の
余
暇
学
研
究

者
た
ち
が
学
会
を
活
性
化
す
る

力
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

日
時

平
成
20
年
10
月
４
日

（
土
）
～
５
日
（
日
）

○
会
場

第
一
日
目

尚
絅
学

院
大
学
（
名
取
市
ゆ
り
が
丘
４

-

10-

１
）

第
二
日
目

仙
台
市
戦
災
復
興

記
念
館
（
仙
台
市
青
葉
区
大
町

2-

12-

1

℡0

二
二-

二
六
三

-

六
九
三
一
）

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

＊
第
一
日
目

10
月
４
日
（
土
）

尚
絅
学
院
大
学

５
Ａ
講
義
室

10
時

受
付
開
始

11
時

開
会
、
年
次
総
会
、

会
長
挨
拶

12
時

昼
食

13
時

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
若
者
文
化
と
余
暇
－
メ
デ
ィ

ア
は
ど
の
よ
う
に
『
若
者
』
を

つ
く
る
の
か
」

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：

姜

永
培
・
宮
入
恭
平
・
山
本

存
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
杉
座
秀
親

14
時
25
分

研
究
発
表
（
発

表
者
数
に
よ
り
、
二
会
場
予

定
）

16
時

第
一
日
目
終
了

仙

台
市
内
で
交
流
会
を
開
催

＊
第
二
日
目

10
月
５
日
（
日
）

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

４

階
第
二
会
議
室

9
時
30
分

受
付
開
始

10
時

記
念
講
演

本
橋
哲
也

氏
（
東
京
経
済
大
学
教
授
）

「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
視
点
」
（
仮
題
）

11
時

立
体
討
論

カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
し

て
の
余
暇
研
究

12
時
30
分

散
会

＊
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
予

定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

第
二
日
目
の
会
場
の
戦
災
復

興
記
念
館
で
仙
台
大
空
襲
時

の
資
料
展
示
を
見
学
で
き
ま

す
（
見
学
料

百
円
）
。
ま
た
、

会
場
か
ら
青
葉
通
り
に
出
る

と
土
井
晩
翠
庵
が
あ
り
ま
す

（
見
学
は
無
料
）
。

【
研
究
大
会
参
加
申
込
】

参
加
費
：
会
員

二
千
円

非
会
員

三
千
円

同
封
の
大
会
申
込
書
を
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
郵
便
で
事
務
局
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

参
加
申
し
込
み
締
め
切
り
及
び

参
加
費
振
込
み
9
月
10
日

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日

本
余
暇
学
会
事
務
局

実
践
女
子
短
期
大
学

薗
田
研

究
室
内

＊
所
在
地
は
「
新
聞
タ
イ
ト
ル

下
方
」

【
研
究
発
表
申
込
】

大
会
で
の
研
究
発
表
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

発
表
は
１
人
15
分
、
質
疑
応

答
5
分
と
し
ま
す
。
同
封
し
ま

し
た
大
会
申
込
書
に
て
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
方
に
は
、
別
途
抄
録

の
書
き
方
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
研
究
発
表
エ
ン
ト
リ
ー
締
切

8
月
10
日

○
レ
ジ
ュ
メ
（
発
表
者
は
全
員

提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

9
月
10
日

○
運
営

実
行
委
員
長

杉
座
秀
親
（
尚

絅
学
院
大
学
）

事
務
局
：
申
込
受
付

学
会
事

務
局

大
会
運
営

日
本
余
暇
学
会
支

部

北
海
道･

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

○
尚
絅
学
院
大
学
へ
の
交
通

仙
台
駅
9
時
07
分
発(

JR)

→
南

仙
台
駅
西
口
9
時
12
分
着

南
仙
台
駅
西
口(

バ
ス)

9
時
25

分
発
→
尚
絅
学
院
大
前
9
時
40

分
着
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日
本
余
暇
学
会
ニ
ュ
ー
ス

発
行
所=

日
本
余
暇
学
会

発
行
人=

薗
田
碩
哉

発
行
日=

平
成
二
十
年
七
月
十
五
日

第６３号
日本余暇学会事務局

〒191-0016

日野市神明1-13-1

実践女子短期大学
生活福祉学科薗田研究室内

℡FAX 042-584-5428
e-mail

info@yokagakkai.jp
Home Page

http://www.yokagak
kai.jp/

第
12
回
学
会
大
会

10
月
４
日
（
土
）
～
５
日
（
日
）

み
ち
の
く
仙
台
初
開
催
！

テーマ

「カルチュラル・スタディーズ
としての余暇論」

記念講演に

本橋哲也教授
（東京経済大学）

日本余暇学会ホームページ
大幅リニューアル

日本余暇学会のホームページアドレス、

メールアドレスが以下のように変更されました。

ホームページ http://www.yokagakkai.jp/

メールアドレス info@yokagakkai.jp

第
12
回
学
会
大
会
日
程



先
の
6
月
21
日
（
土
）
、

新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
に
て
日
本
余

暇
学
会
と
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン

学
会
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン

ス
を
検
証
す
る
」
が
開
催
さ

れ
、
参
加
者
約
50
名
が
集
ま

る
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
日
本
余

暇
学
会
の

薗
田
碩
哉

会
長
は
、

過
労
死
な

ど
働
き
す

ぎ
の
問
題
が
未
だ
に
根
強
い

日
本
社
会
で
近
年
ワ
ー
ク･

ラ

イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
政
策
が
浮
上

し
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、

07
年
12
月
内
閣
府
公
表
の
ワ
ー

ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
憲
章

に
つ
い
て
、
実
質
に
踏
み
込

ま
な
い
そ
の
不
徹
底
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
余

暇
と
は
働
か
さ
れ
過
ぎ
な
い

こ
と
の
た
め
の
抵
抗
力･

権
利

で
あ
り
、
自
分
の
人
生
を
実

現
す
る
自
由
で
大
切
な
時
間

で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
権
利

が
憲
章
に
盛
り
込
ま
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
こ

の
機
会
に
趣
味
や
地
域
活
動

な
ど
人
生
を
豊
か
に
す
る
時

間
の
意
義
を
再
考
し
、
わ
れ

わ
れ
自
身
で
憲
章
を
築
く
重

要
性
を
説
き
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
学
会
の

奥
井
禮
喜
顧
問
は
、
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
と
は
「
労

働
と
生
活
の
調
和
」
の
こ
と

だ
が
、
そ
れ
が
現
状
で
は
不

十
分
だ
か
ら
問
題
な
の
だ
と

の
前
提
を
確
認
し
、
長
時
間

労
働
に
よ
っ
て
そ
れ
以
外
の

時
間
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る
点

を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
前

述
の
憲
章
が
少
子
化
対
策
に

偏
向
し
て
い
る
と
述
べ
、
以

上
の
背
景
に
は
日
本
人
の
大

半
が
前
近
代
か
ら
明
治
期
以

降
の
勤
労
主
義
に
至
る
ま
で
、

余
暇
の
意
義
を
十
分
に
知
ら

な
い
事
実
が
あ
る
と
し
、
パ

ン
は
生
活
の
た
め
に
必
要
だ

が
人
生
の
目
的
は
パ
ン
で
は

な
い
「
よ
り
以
上
の
何
か
」

で
あ
り
、
自
分
の
し
た

い
こ
と
が
で
き
る
幸
福

な
時
間
と
し
て
余
暇
こ

そ
は
重
要
で
あ
る
と
説

き
ま
し
た
。

法
政
大
学
大
学
院
の
藤

村
博
之
教
授
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
滞
在
中
に
お
け

る
バ
カ
ン
ス
（
夏
の
一
ヶ

月
休
み
）
の
実
経
験
を

も
と
に
「
何
も
し
な
い

こ
と
、
労
働
の
休
み
」
の
意

義
を
述
べ
た
う
え
で
、
日
本

の
長
時
間
労
働
の
問
題
性
に

つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。
現

在
の
日
本
社
会
で
は
、
非
正

社
員
は
低
賃
金
に
苦
し
み
、

正
社
員
は
働
き
す
ぎ
に
苦
し

む
構
造
が
あ
る
と
し
、
こ
の

う
ち
長
時
間
労
働
の
要
因
に

つ
い
て
企
業
の
人
事･

労
務
管

理
の
視
点
か
ら
、
業
務
量
と

要
員
の
関
係
、
業
務
の
進
め

方
、
職
場
管
理
の
あ
り
方
、

顧
客
と
の
関
係
と
い
う
四
点

を
指
摘
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

非
正
社
員
の
増
加
に
よ
る
労

働
効
率
の
悪
化
、
職
場
で
の

Ｉ
Ｔ
技
術
導
入
に
伴
う
情
報

共
有
の
不
足
、
今
な
お
根
強

い
つ
き
あ
い
残
業
、
無
理
を

強
い
る
わ
が
ま
ま
な
消
費
者

の
問
題
な
ど
を
挙
げ
、
改
善

の
必
要
性
を
提
起
し
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
も
各
企
業
の

有
給
休
暇
の
取
組
み
を
は
じ

め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
の

「
労
働
条
件
格
付
け
機
構
」

の
設
置
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
ア

イ
デ
ア
も
提
起
さ
れ
、
活
発

な
議
論
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告
者

小
澤
考
人
）

日本余暇学会ニュース 第63号 平成20年7月15日

[ ２ ]

ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
を

検
証
す
る

日
本
余
暇
学
会
＆
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
学
会

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「余暇学研究」合評会行われる

さる５月３１日（土）午後２時から４

時まで実践女子学園同窓会館において、

「余暇学研究11号合評会」が開かれまし

た。長時間にわたり、掲載論文、エッセ

イなどを、批評、議論しました。

第54回理事会

第54回理事会が次の通り開催されました。

日時:平成20年5月31日（土）12:00～14:00

場所:実践女子学園同窓会館３階会議室

出席者:会長 薗田碩哉

理事 杉座、高橋、辰巳、山本、山田

欠席者(委任状提出)

:荒井、有馬、中村、中藤、福田、師岡

１．報告事項

1)ライフビジョン学会との共催イベントにつ

いて。

2)「大学別余暇学研究者調査」について。

3)「余暇力検定」について。

4)ブロック研究会の実施状況。

5)ニュースレターについて。

２．審議事項

1)第12回研究大会について。

2)決算・予算について。

3)余暇学研究第11号編集の問題点について。

4)余暇学研究編集委員について。

5)今後の理事会開催について。

6)各理事の仕事分担について。



去
る
５
月
18
日
（
土
）
、
北

海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大

会
が
尚
絅
学
院
大
学
を
会
場
に

し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
日
本
余

暇
学
会
は
す
で
に
『
余
暇
の
新

世
紀
－
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
ラ
イ

フ
タ
イ
ル
』(

遊
戯
社

二
〇
〇

二)

を
上
梓
し
て
お
り
、
今
回

の
研
究
会
は
そ
れ
を
う
け
て
若

者
の
職
業
と
文
化

を
と
り
あ
げ
た
。

「
ポ
ス
ト
」
と

い

う

用

語

を

「
フ
ォ
ー
デ
ィ

ズ
ム
」
と
結
び

つ
け
れ
ば
労
働

の
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
化
を
意
味
し
、

「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」

を
付
加
え
る
と

生
活
の
し
方
の

変
容
を
指
し
示

す
。
そ
の
結
果
、

と
り
わ
け
15

～

25

歳
の
非
正
規

社
員
の
急
増
と
Ｉ
Ｔ
機
器
の
普

及
は
、
労
働
か
ら
余
暇
を
独
自

の
領
域
と
し
て
分
離
し
、
彼
ら

の
余
暇
活
動
を
ハ
イ
パ
ー
リ
ア

リ
テ
ィ
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
い

う
用
語
を
用
い
て
、
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
と
い
わ
れ
る
社
会
状
況
の

も
と
で
余
暇
を
論
じ
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
。

若
者
の
国
際
比
較
を
す
れ

ば
よ
り
深
く
日
本
の
現
状
を

理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
研
究
会
を
企
画
し
た
。
韓

国
の
若
者
の
就
業
状
況
と
文

化
の
問
題
を
研
究
テ
ー
マ
と

し
て
い
る
同
僚
の
姜
永
培
氏

を
招
い
て
、
「
韓
国
の
若
者

と
文
化
」
と
い
う
演
題
で
韓

国
の
若
者
を
取
り
巻
く
教

育
と
労
働
環
境
の
講
話

と
（
一
時
間
）
、
そ
の

あ
と
韓
日
の
比
較
を
論

じ
合
う
こ
と
に
し
た

（
一
時
間
）
。
姜
氏
は
、

韓
国
の
社
会
階
層
を
垂

直
に
上
昇
移
動
し
て
い

く
手
段
と
し
て
の
進
学

熱
の
異
常
な
高
さ
が
、

投
資
に
見
合
っ
た
報
酬

を
も
た
ら
し
て
い
な
い

（
大
学
進
学
率
80

%
以
上
に
た
い
し

て
失
業
率
は
45
%
）

と
指
摘
し
た
。
ま

た
特
別
区
の
ソ
ウ
ル
市
と

地
方
都
市
と
の
教
育
の
格

差
は
歴
然
と
し
て
お
り
、

こ
の
格
差
が
ま
す
ま
す
開

い
て
い
る
現
状
を
説
い
た
。

さ
ら
に
は
携
帯
電
話
と
ヴ
ァ
ー

チ
ャ
ル
レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い

て
も
言
及
し
た
。
ひ
る
が

え
っ
て
フ
リ
ー
タ
ー
と
い

わ
れ
る
（
た
）
年
齢
層
が
、
10

年
、
20
年
後
ど
の
よ
う
な
余
暇

活
動
を
打
ち
立
て
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
若
者
と
余
暇
活
動
へ
の

関
心
は
尽
き
な
い
。

（
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

担
当

杉
座
秀
親
）
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北海道・東北ブロック研究会
開催報告

会費納入のお願い

平成20年度会費の納入をよろしくお願

いします。

口座番号:00140-9-729065

加入者名:日本余暇学会

会費:一般会員10,000円学生会員5,000円

＊新しい学会パンフレットができました。

余暇に関心のある方に、入会をお勧めください。

『余暇学研究』第１２号投稿募集
『余暇学研究』第１２号の投稿を募集します。投稿予

定者は以下の要領に従い、投稿ください。

■投稿原稿の種類と字数

論文（総説、原著）10,000字以内、研究ノート（短

報、話題、提言等）7,000字以内、エッセイ4,000字以

内。いずれも図表、写真掲載の場合、相当字数を差し

引くこと。

■エントリー方法

投稿希望者は平成20年９月20日までに学会事務局に

エントリーする。

エントリーは、氏名、所属、住所、電話（FAX）、E-ma

il、タイトル、原稿の種類（論文、研究ノート、エッ

セイ）を記し、FAXまたは郵送にて行う。

■投稿資格

原則として日本余暇学会会員に限る。

■原稿締切

平成20年10月31日とする。発行は、平成21年３月末

を予定。

エントリーされた投稿予定者には、投稿規定、執筆

要領を送付しますので、規定類を遵守し、投稿してく

ださい。

■入稿方法

原稿は原則として電子テキスト（フロッピー、CD等）

による。

■査読について

論文投稿は、編集委員会が選任する査読委員の査読

を受けるものとする。論文としての要件を備えていな

い場合、研究ノートまたはエッセイとすることがある。

その場合、原則としてそれぞれの区分に応じた字数に

書き直すこと。

■採否

投稿原稿の採否は編集委員会で決定する。

（編集委員会）

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
編
集
部

左から渡邊千恵子会員

姜氏、杉座秀親会員



世
界
思
想
社

定
価

一
九
九
五
円
（
税
込
）

08
年
7
月

本
書
は
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
余
暇
思
想
の
源
流
か
ら
、
今

日
ま
で
の
変
遷
を
、
多
数
の
文

献
を
引
用
し
な
が
ら
概
観
し
て

い
る
。
今
日
ま
で
の
余
暇
思
想

を
大
観
す
る
の
に
適
し
た
一
冊

と
い
え
よ
う
。
西
洋
余
暇
学
に

興
味
を
も
っ
て
い
る
初
学
者
や

体
系
的
に
余
暇
学
思
想
の
流
れ

を
整
理
し
て
み
た
い
人
に
奨
め

る
。
第
一
部
・
第
二
部
で
は
古

代
か
ら
19
・
20
世
紀
ま
で
の
余

暇
思
想
を
概
観
、
第
三
部
で
は

現
代
余
暇
論
の
代
表
的
著
作
を

詳
細
に
取
り
上
げ
、
各
時
代
の

社
会
背
景
、
人
々
の
余
暇
活
動

の
特
徴
や
思
想
家
の
人
と
な
り

を
併
せ
、
余
暇
を
巡
る
思
想
を

紹
介
・
論
評
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
網
羅
的
な
余
暇
思
想
書

は
長
年
に
わ
た
っ
て
余
暇
思
想

研
究
を
積
み
上
げ
て
き
た
著
者

な
ら
で
は
の
良
書
で
あ
る
。
。

Ⅰ

古
代
か
ら
近
世
に
み
る
余

暇
思
想

Ⅱ

19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
余

暇
思
想

Ⅲ

現
代
余
暇
論
の
特
徴

図
書
出
版
く
ん
ぷ
る

定
価

一
九
九
〇
円

08
年
3
月

成
熟
し
過
当
競
争
下
に
あ
る

わ
が
国
の
レ
ジ
ャ
ー
市
場
に
お

い
て
、
企
業
が
存
続
す
る
た
め

に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
実
践
は
不

可
欠
で
あ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
多

様
な
市
場
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
る

こ
と
が
必
須
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
、
地
域
を
基

盤
と
し
た
よ
り
緻

密
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
導
入
が
肝

要
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
書
は
、
レ
ジ
ャ
ー
市
場
に

お
け
る
エ
リ
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
研
究
の
端
緒
と
し
て
、
外

部
環
境
の
実
証
解
明
を
中
心
に
、

当
該
研
究
の
可
能
性
を
検
討
し

て
い
る
。
外
食
、
海
水
浴
場
、

温
泉
、
修
学
旅
行
、
熱
海
、
ラ

ス
ベ
ガ
ス
を
事
例
に
、
最
近
10

年
間
に
わ
た
る
レ
ジ
ャ
ー
市
場

関
連
の
研
究
を
集
成
し
た
。

青
弓
社

定
価

一
六
八
〇
円
（
税
込
）

08
年
5
月

夢
追
う
若
者
か
ら
団
塊
世
代

ま
で
が
集
い
、
音
楽
で
の
し
あ

が
り
、
音
楽
を
楽
し
み
、
音
楽

を
介
し
て
人
と
出
会
う
た
め
の

場
で
あ
る
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
。

ロ
ッ
ク
喫
茶
・
ジ
ャ
ズ
喫
茶
を

出
自
と
し
、
「
政
治
の
季
節
」

に
カ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を

支
え
る
一
方
で
、
一
九
八
〇
年

代
を
転
換
期
と
し
て
高
度
に
商

業
化
・
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い
く

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
歴
史
を
浮
き

彫
り
に
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
課
せ
ら
れ
る
ノ
ル
マ
や

チ
ャ
ー
ジ
制
度
の
実
情
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
ア
マ

チ
ュ
ア
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
差

異
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
し
、
ア
メ

リ
カ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ク
ラ

ブ
や
カ
ラ
オ
ケ
と
も
比
較
し
て

独
自
の
文
化
形
態
を
明
ら
か
に

す
る
。

戦
後
日
本
の
「
生
演
奏
の
空
間
」

を
担
っ
て
き
た
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
の
魅
力
に
迫
り
、
そ
の
ゆ

く
え
を
探
る
音
楽
文
化
論
。

余
暇
の
最
高
の
カ
タ
チ

は
客
船
に
乗
っ
て
地
球
一

回
り
を
楽
し
む
こ
と
だ
ろ

う
。
余
暇
学
会
会
員
に
し

て
「
余
暇
人
」
の
実
践
に
も
っ

と
も
長
け
て
お
ら
れ
る
人

物
は
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
地
球

を
巡
る
こ
と
３
回
目
と
い
う
山

岡
平
三
氏
を
措
い
て
他
に
は
見

あ
た
ら
な
い
。
今
回
の
旅
行
記

も
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
な
ら
で
は
の

寄
港
地
、
ベ
ト
ナ
ム
は
フ
エ
の

子
ど
も
の
家
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

難
民
キ
ャ
ン
プ
、
パ
ナ
マ
の
先

住
民
族
な
ど
の
訪
問
記
が
興
味

深
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ス
ペ

イ
ン
の
ゲ
ル
ニ
カ
や
国
際
司
法

都
市
と
し
て
の
ハ
ー
グ
を
訪
れ

て
い
る
。
山
岡
氏
は
ど
こ
で
も

人
間
味
の
あ
る
交
流
に
力
を
入

れ
、
旅
の
楽
し
さ
が
人
と
の
出

会
い
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
く

れ
る
。(

未
来
派
ブ
ッ
ク
ス)

(

薗
田)

日
本
地
域
社
会
研
究
所

定
価

二
三
一
〇
円
（
税
込
）

08
年
5
月

わ
が
国
の
生
涯
学
習
は
従

来
の
行
政
主
導
か
ら
、
行
政
と

住
民
の
、
協
創
・
協
働
の
形
式

が
強
く
な
っ
て
い
る
。
本
書
で

は
行
政
と
住
民
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
進
め
方
に
注
目

し
、
全
国
各
地
の
先
進
事
例
や

実
態
を
取
材
し
、
調
査
分
析
す

し
た
内
容
を
収
録
し
て
い
る
。

行
政
と
住
民
主
体
の
活
動
的
・

創
造
的
な
地
域
協
働
体
が
新
た

な
生
き
が
い
や
働
き
が
い
を
生

み
出
す
。

世
界
の
「
先
進
国
」
首
脳
が

洞
爺
湖
に
集
ま
り
、
豪
華
な

「
余
暇
」
を
過
ご
し
た
。
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
社
会
へ
の

取
組
み
、
労
働
時
間
の
短
縮
、

安
定
し
た
働
き
や
す
い
労
働
環

境
の
実
現
を
求
め
れ
ば
、
「
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ

る
国
際
競
争
力
強
化
を
楯
に
、

そ
れ
を
回
避
す
る
政
治
家
や
経

営
者
た
ち
。
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化

し
た
労
働
問
題
を
討
議
す
る
の

に
格
好
の
場
で
あ
る
ば
す
の

「
元
・
先
進
国
首
脳
会
議
」
で
、

そ
れ
ら
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
「
自
然
環
境
」

も
大
事
だ
が
、
「
労
働
環
境
」

の
破
壊
も
深
刻
だ
。
二
酸
化
炭

素
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
労

働
時
間
に
も
削
減
数
値
目
標
を

設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
か
。(

山)
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へ
ん
し
ゅ
う
の
あ
と

夏休み
読書大特集

余暇に関する良書を
紹介します

『
西
洋
余
暇
思
想
史
』

瀬
沼

克
彰

『
レ
ジ
ャ
ー
市
場
に
お
け
る
エ

リ
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
』

下
島
康
史

『
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
文
化
論
』

宮
入
恭
平

『
地
球
遊
学
・
１
０
３
日

の
船
旅
か
ら
』

安
藤
雅
巳
・
山
岡
平
三

以
下
の
方
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
雅
彦
（
福
山
平
成
大
学
）

『
人
気
を
呼
ぶ
!

協
創
・
協
働
の
生
涯
学
習
』

瀬
沼
克
彰

＊
編
集
部
で
は
会
員
の
皆
様
方

の
投
稿
を
受
け
付
け
ま
す
。

「
み
ん
な
に
知
ら
せ
た
い
こ
の

本
、
あ
の
論
文
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
募
集
し
ま
す
。

字
数
は

八
百
～
千
二
百
字
。
余
暇
学
会

事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
郵

送
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

採
否
は
編
集
部
で
決
定
、
発
表

は
紙
上
掲
載
に
代
え
ま
す
。


